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題目 ： On positive solutions to some semilinear ellipic equations

with nonnegative forcing terms

要旨 ： 非負の外力項 κf∗ を含む半線型楕円型方程式

−∆u + u = g(u) + κf∗ in Rn (境界条件 u(x) → 0 as |x| → ∞)

の正値解について考える. ここで, g(s) = sp (p > 1) とし, κ は正の
parameter, f∗ は固定された正値有限 Radon 測度とする. このような
問題を考えたとき, p と f∗ に関する適当な条件の下では, κ が小さけ
れば解が存在するが, 大きければ存在しない, という現象が起こること
が知られていて, Deng-Li によって p ≤ (n + 2)/(n− 2) の場合が調べ
られている. そこで, 解が存在するような κ の上限を κ∗ とする.

ここでは, p < p̄∗ として考える. 但し,

p̄∗ = (n2 − 8n + 4 + 8(n− 1)1/2)/(n− 2)(n− 10)+

であり, n ≥ 3 ならば p̄∗ > (n + 2)/(n− 2) である. このとき, f∗ の台
が compact で, φ∗ = E1 ∗ f∗ (E1 は−∆ + I の基本解)が適当な可積分
条件をみたすならば, κ = κ∗ に対応する解が一意的に存在する. 本講
演では, 主にこの結果の証明について解説する.
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